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コミュニケーションボードとは
コミュニケーションが苦手な知的障害のある方などと、

周囲の人たちとの間をつなぐ話しことばに代わるものの一つです。

文字やことばで意思を伝えることが難しくても、

ボードの絵を指さしして意思を伝えることができる人もいます。

人は誰でも、住みなれた街で暮らすことを望んでいます。

障害のある人が安心して鉄道を利用することができれば、

移動がしやすくなり、地域での生活がもっと豊かになります。

そのためには、周囲の方々や鉄道事業者の方々の

ご理解、ご協力が必要となります。

人は誰でも、住み慣れた街で暮らすことを望んでいます。

障害児・者が安心して地域で暮らすためには、

地域の方々のご理解や、ご協力が必要です。

障害のある人は、自分の気持ちや状況をうまく伝えられなかったり、

駅や電車の運行など必要な情報を集められないことがあります。

障害のある人が必要な情報を得られ、安全に駅や電車を利用できるように、

鉄道事業者のみなさんも応援してください。

わたしたちのこと

知ってください

応援してください

わたしたちのこと

知ってください

応援してください

鉄道事業者のみなさんへ

● まず、何に困っているのか、どこへ行きたいのか、どうしたいのかを具体的に尋ねてください。

● やさしいことばで、ゆっくり、簡潔に説明してください。

・ボードを見せて、意思や気持ちを指さししてもらいます。

・指さしできない場合には、こちらが推測しながら指さしして

　尋ねてみます。

・次の行動を伝えてから、実際の行動に移ってください。

　「事務室に行きます」「○番線のホームに行きます」等。

混乱した状況の中では、障害のある人が必要な支援を得られなかったり、

誰が支援できるのかわからない、ということがあるかもしれません。

そこで、セイフティーネットプロジェクト横浜では、

災害時には下記の色のバンダナなどを身につけよう、という取り組みを進めています。

●黄色のバンダナは「支援してほしい」というサインです。

・絵を指しながら、質問してください。

・次の行動を伝えてから、実際の行動に移ってください。

　「別の教室に移動します」「今日はここで寝ます」…など

●コミュニケーションボードを使ってみてください。

迷子かな？

何か困っているみたい

※障害により必要な支援は様々なので、

　必要に応じてマークをつけるなどの工夫も考えられます。

「具体的に」「ゆっくり」「やさしく」話しかけてください

● コミュニケーションボードを使ってみてください。

「コミュニケーションボード」を活用してください

何か困っている様子の場合

・本人がことばで言わなくても、手帳や個人カード、名札で名前や連絡先がわかることがあります。

　確認させてもらってください。

● 状況が把握できなかったり説明が伝わらない場合には、

　 本人の自宅、学校、通所先（勤務先）、身近な関係機関に連絡してください。

身近な関係機関に連絡してください
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コミュニケーションボードの「お困りですか？」の

ページを見せて指さししてもらいます。

迷っている様子の場合
コミュニケーションボードの「どこへ行きたいのですか？」の

ページを見せて指さししてもらいます。

何かを探している様子の場合
コミュニケーションボードの「忘れ物・落とし物ですか？」の

ページを見せて指さししてもらいます。

本人の名前や持ち物を知りたい場合
コミュニケーションボードの
「あなたのことを教えてください」のページを開き、
必要な項目を一つずつ指さして聞いてください。

何か困っている

様子の場合
お困りですか？

迷っている

様子の場合
どこへ行きたいのですか？

何かを探している

様子の場合
忘れ物・落し物ですか？

本人の名前や持ち物を

知りたい場合
あなたのことを教えてください
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気になる

行動を

しているけど？

障害のある人を
　理解してください
障害のある人を
　理解してください

障害のある人の中には…障害のある人の中には…

●状況の判断がつかず大きな

不安を抱いたり、パニック

をおこしやすくなる人もい

ます。

●人ごみや大きな声・音、まぶ

しい光などが苦手な人もい

ます。

●気持ちを落ち着かせるための行動かもし

れません。しばらくの間見守ってくださ

い。

●混乱が大きいときは、体育館以外の教室

など静かな場所に移動し、落ち着くまで

見守ってください。

コミュニケーションがうまくとれない

初めての体験に不安を感じる

どうしていいかわからないときは、

適切な行動がとれなかったり、

パニックになることもあります

●狭い通路や入り組んだ通

路、段差により進行を妨げ

られてしまう人もいます。

●歩行が不安定で転倒しやす

い人もいます。

●体育館の通路などは、車いすが通れる幅

（最低90cm）以上は確保してください。

また、通路には物を置かないでください。

●誘導や介助が必要かどうか、声をかけて

みてください。

並ぶことや

待つことが

苦手な人が

います。

●その場の様子から判断する

ことが苦手な人もいます。

（みんなが並んでいるから

自分も並ぶなど）

●並ぶことや待つことが苦手

で、待っていると不安にな

る人もいます。

●列の後ろへ案内して「ここに並んでくだ

さい」と伝えるなど、具体的な行動を示し

てあげてください。

●場合によっては順番を譲ってあげてくだ

さい。

何か

困っている

みたい…。

　障害のある人は、駅でどちらへ行ったらよいかわからなく

なったり、難しいことが理解しづらかったり、表示を見過ごし

たりすることがあります。そして、不安なことやわからないこ

とがあると、落ち着きがなくなったり、独特の動きをすること

もあります。でも、それは、周りにいる人を困らせようとしてい

るのではありません。

　障害のある人を理解していただき、困っている様子を見かけ

たときにどのように対応したらよいか考えてみてください。

●具体的にゆっくりと、伝わっているか確

かめながら話してください。

●コミュニケーションボードを使ってみて

ください。

●実物を示しながら聞いてみてください。

●大切な情報を伝えるときは、文字と絵、こ

とばの3つの方法を用意してください。

落ち着いて状況を把握してください
何か不安なことやわからないことがあるのかもしれません

尋ねられていることが理解できていないかもしれません

大声を出したり走り回っ

たりしている、ホームの

白線を越えて身体を乗り

出している、ものを叩い

たりしているなど、周り

の人の迷惑となったり、

危険な行動や行為をして

いる人を見かけたら…

危険な行動や行為をしている…

●状況の判断がつかず大きな不安を抱いたり、パニックを起こしやすくなる

人もいます。

●人ごみや大きな声、音、まぶしい光などが苦手な人もいます。

●急に強い口調で注意したり、急に手を引っ張ったりすることは逆効果です。

●まずは、静かな口調で、「危ないですよ　下がってください」などと声をかけ

てください。

●また、手や身体で伝えたいことを表現して、危険な場所からの移動を試みて

ください。

●混乱が大きいときは、静かな場所に移動し、落ち着くまで見守ってください。

●落ち着いたら、コミュニケーションボードを使ってみてください。

ずっと電車を眺めていて

乗ろうとしない、終点な

のに降りようとしない、

そわそわしているなど、

気になる行動をしている

人を見かけたら…

気になる行動をしている…

●電車が好きで、ずっと眺めていたい人もいます。

●気持ちを落ち着かせようと、独特の動きをする人もいます。

●危険でなく周囲の人の迷惑でなければ、しばらく様子を見守ってください。

●それからゆっくりとやさしく話かけてみてください。

●コミュニケーションボードを使ってみてください。

何かを探している、どち

らへ行っていいのかわか

らない、身体の具合が悪

そうなど、何か困ってい

る人を見かけたら…

何か困っているみたい…

●困っているなど自分の状況や気持ちをうまく伝えられない人もいます。

●表示が見えない人や音が聞こえない人、文字やことばがわからない人もい

ます。

●尋ねたことに対し、意図を理解しないで、すぐに「ハイ」、「うん」と答えてし

まう人もいます。

●具体的にゆっくりと、伝わっているか確かめながら話してください。

●実物を示しながら尋ねてみてください。

●伝えたいことは、ことばだけでなく絵や文字が用意できると理解を助けます。

●コミュニケーションボードを使ってみてください。


